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た。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っています。
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氷河の流れのよう
1990年匿を振り返って

に

我々はあらゆる立場を超えて存在する人間の良心を集めて氷河とな

し、騒々しく現れては地表に消える小川を尻目に、確実に困難を打

ち砕き、かつ何かを築いてゆく者でありたいと、心底願っている。

中村 哲

国
運
幻
想
の
崩
壊

1
9
9
0
年
度
は
、
大
き
な
飛
躍
の
年
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
一
方
で
は
現
地
活
動
が
着
実
な
拡

大
を
す
る
と
共
に
、
他
方
日
本
側
か
ら
の
人
的
・

物
的
補
給
も
増
大
し
て
き
た
。
こ
れ
は
一
重
に
J

A
M
S
現
地
ス
タ
ッ
フ
や
、
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の

献
身
的
な
活
動
と
共
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
国

内
活
動
に
よ
っ
て
心
あ
る
人
々
の
良
心
の
輪
が
着

実
に
拡
大
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

現
地
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
は
、
う
ん
ざ
り
す
る
ほ

ど
多
く
の
欧
米
援
助
団
体
、
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど

華
や
か
な
紙
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
次
々
と
現

れ
て
は
消
え
て
い
っ
た
。
我
々
の
よ
う
な
小
さ
な

者
か
ら
見
れ
ば
雲
の
上
に
あ
る
よ
う
な
大
き
な
組

織
が
、
卓
抜
な
論
理
と
豊
富
な
財
政
で
何
事
か
を

実
現
さ
せ
る
よ
う
な
幻
覚
を
与
え
た
が
、
肝
心
の

難
民
に
は
殆
ど
何
事
も
起
き
な
か
っ
た
。
札
束
が

舞
い
、
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
「
繁
栄
」
が
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
押
し
寄
せ
る
外
国
人

の
た
め
に
家
賃
が
高
騰
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

内
戦
は
収
ま
ら
ず
、
基
本
物
価
の
上
昇
は
現
地
庶

民
を
苦
し
め
た
。

湾
岸
戦
争
で
「
難
民
帰
還
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

化
け
の
皮
を
剥
が
さ
れ
て
、
人
々
の
前
に
あ
ら
わ

な
姿
を
さ
ら
し
た
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
時
に
こ
そ
、

そ
の
本
性
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
の
は
事
実
で

あ
る
。
国
際
組
織
た
る
も
の
が
誇
り
高
い

U

N

（
国
連
）
の
マ
ー
ク
を
慌
て
て
消
す
な
ど
、
笑
え

ぬ
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
ア
ジ
ア
系
の
人
を
残
留
部

隊
に
し
て
」
自
分
た
ち
が
我
先
に
逃
げ
る
計
画
も

普
通
で
あ
っ
た
。
そ
の
狼
狽
ぶ
り
は
皆
を
落
胆
さ

せ
た
。
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
疑

う
」
人
々
が
、
あ
っ
さ
り
と
現
地
を
見
捨
て
て
去

っ
て
行
く
。
巧
み
な
論
理
で
組
ま
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
巧
み
な
器
用
さ
で
総
括
さ
れ
て
閉
じ
ら

れ
て
ゆ
く
。
愚
鈍
な
我
々
に
そ
の
よ
う
な
器
用
さ

は
な
く
、
地
面
に
張
り
付
い
て
下
か
ら
眺
め
て
い

た
我
々
に
と
っ
て
、
こ
の
光
景
は
―
つ
の
滑
稽
な

カ
リ
カ
チ
ュ
ア
で
あ
る
。
格
調
高
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
も
、
援
助
哲
学
も
、
美
し
い
業
績
報
告
と
共

に
、
つ
い
に
ガ
ラ
ス
の
陳
列
棚
か
ら
躍
り
出
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
心
あ
る
人
々
は
沈
黙
し
て
い
た
。

我
々

J
A
M
S
は
、
あ
た
か
も
何
事
も
な
か
っ

た
か
の
如
く
、
黙
々
と
活
動
を
続
け
て
い
る
。
我

々
は
も
は
や
、
国
連
や
欧
米
N
G
O
の
薄
情
さ
に

怒
り
や
批
判
を
向
け
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
事

実
が
そ
れ
を
語
っ
て
く
れ
る
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

J
A
M
S
は
一
歩
一
歩
、

現
地
に
固
く
足
を
踏
み
し
め
な
が
ら
目
標
に
向
け
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我
々
の
歩
み
は
牛
の
よ
う
に
の
ろ
い
。
牛
ど
こ

ろ
か
、
あ
る
訪
問
者
の
述
べ
た
よ
う
に
、
「
ま
る

で
氷
河
の
流
れ
の
如
く
」
で
あ
る
。
毎
年
、
年
報

を
出
し
た
り
報
告
会
を
催
す
た
び
に
、
日
本
側
で

は
ど
う
し
て
も
代
わ
り
映
え
の
し
な
い
も
の
と
取

ら
れ
易
い
。

目
ま
ぐ
る
し
い
日
本
の
社
会
か
ら
す
れ
ば
、
確

か
に
そ
の
通
り
だ
ろ
う
と
私
も
思
っ
て
い
る
。
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
お
い
て
も
、
旅
行
者
の
目
に
は
、

以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
交
通
混
雑
、
新
し

い
建
築
物
、
人
々
の
服
装
の
変
化
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
な
ど
が
、
急
速
な
近
代

化
と
映
る
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
こ
の
社
会
の
、
ほ
ん
の
表
層

の
部
分
的
変
化
に
過
ぎ
な
い
。
農
村
や
下
町
に
行

け
ば
、
そ
こ
に
は
殆
ど
昔
と
変
わ
ら
ぬ
人
々
の
生

活
が
あ
る
。
そ
し
て
我
々
の
活
動
も
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
涙
や
笑
い
と
共
に
あ
る
。
何
世
紀
も
営
ま

れ
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
が
、
た
か
だ
か
10
年
や

そ
こ
ら
の
紙
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
変
わ
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
も
、
俗
に
い
う
「
進
歩
」
や

「
発
展
」
が
本
当
に
こ
の
人
々
の
幸
せ
に
つ
な
が

表
層
の
喧
醒
と
は
無
緑
に

て
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

る
か
ど
う
か
、
私
は
疑
問
に
思
っ
て
い
る
。

我
々
の
歩
み
が
人
々
と
共
に
あ
る
「
氷
河
の
流

れ
」
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
え
て
願
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
歩
み
は
静
止
し
て
い
る
か
の
如
く
の
ろ
い
が
、

満
身
に
氷
雪
を
蓄
え
固
め
て
、
巨
大
な
山
々
を
確

実
に
削
り
降
ろ
し
て
ゆ
く
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

塊
で
あ
る
。
我
々
は
あ
ら
ゆ
る
立
場
を
超
え
て
存

在
す
る
人
間
の
良
心
を
集
め
て
氷
河
と
な
し
、
騒

々
し
く
現
れ
て
は
地
表
に
消
え
る
小
川
を
尻
目
に
、

確
実
に
困
難
を
打
ち
砕
き
、
か
つ
何
か
を
築
い
て

ゆ
く
者
で
あ
り
た
い
と
、
心
底
願
っ
て
い
る
。

実
際
、
我
々
の
活
動
は
、
現
地

•
H

本
を
問
わ

ず
、
実
に
多
く
の
人
々
の
良
心
的
協
力
と
信
頼
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
報
告
書
で
は
一
行
で
済
ま
さ

れ
る
が
、

一
人
の
ワ
ー
カ
ー
を
送
り
出
す
に
も
、

―
つ
の
機
材
を
輸
送
す
る
に
し
て
も
、

一
っ
の
技

術
が
根
づ
く
の
に
も
、
一
っ
の
診
療
所
を
開
設
す

る
の
に
も
、
そ
こ
に
は
無
数
の
見
え
な
い
協
力
の

集
積
が
あ
る
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
そ
の
協
力
は
、

決
し
て
現
地
の
人
々
を
裏
切
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

現
地
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
不
幸
に
し
て
殉
職
し

た
者
さ
え
あ
る
。
任
務
の
途
中
、
戦
地
の
砂
漠
の

中
で
伺
れ
か
け
て
い
た
老
人
を
救
出
し
、
自
分
は

無
数
の
見
え
な
い
協
力
の
集
積

‘≫ 

精
根
つ
き
は
て
て
倒
れ
た
仲
間
で
あ
る
。
彼
は
J

A
M
S
の
相
互
扶
助
の
精
神
を
愚
直
な
ま
で
に
信

じ
き
っ
て
逝
っ
た
。
人
命
の
犠
牲
を
決
し
て
美
化

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
愚
直
さ
を
私
は
笑

わ
な
い
。

J
A
M
S
の
事
業
は
、
ラ
イ
フ
ル
を
捨

て
て
故
郷
の
再
建
に
身
を
投
じ
た
彼
に
と
っ
て
、

平
和
の
ジ
ハ
ド
（
聖
戦
）
で
あ
っ
た
。
現
地
側
が

命
さ
え
投
げ
出
す
献
身
的
な
誠
意
を
以
て
応
ず
る

以
上
、
我
々
も
ま
た
、
そ
れ
に
値
す
る
十
分
な
誠

意
と
協
力
で
報
い
る
だ
ろ
う
。

こ
の
激
動
す
る
世
界
の
中
で
、
我
々

J
A
M
S

1
1

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
働
き
が
、
さ
さ
や
か
な
り

と
も
人
間
の
奥
に
ひ
そ
む
確
か
な
何
も
の
か
に
根

づ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
今
後
も
変
わ
ら
ず
に
戦

乱
や
迫
害
に
疲
れ
た
人
々
に
慰
め
を
与
え
続
け
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
我
々
自
身
も
そ
れ
に
よ
っ
て

慰
め
を
得
、
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
何
か
に
気
づ
く
こ

と
が
出
来
る
に
違
い
な
い
。

1
9
9
1
年
度
も
、
我
々
一
人
一
人
の
事
業
と

し
て
、
日
本
の
良
心
を
体
現
し
、
現
地
と
更
に
カ

を
合
わ
せ
て
活
動
を
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
。

1
9
9
1
年

4
月
1
日
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1
9
9
1年
麿
事
業
計
画

1
9
9
1
年
度
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
無
医
村
診

療
態
勢
確
立
に
よ
る
復
興
支
援

バ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

ら
い
根
絶
計
画
支
援

以
下
の

以
上
の
大
目
標
に
変
更
は
あ
り
得
な
い
。
診
療

所
機
能
も
当
然
、
改
善
が
続
け
ら
れ
、
日
本
と
の

人
的
交
流
も
さ
ら
に
拡
大
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

た
だ
大
き
な
年
度
目
標
事
業
と
し
て
は
、

計
画
を
立
て
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
日
厖
霊
mの
設
置

1
9
9
1
年
は
、
国
連
や
西
欧
N
G
o
諸
団
体

の
撤
退
が
本
格
化
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
の

安
定
が
現
実
化
し
始
め
る
と
J
A
M
S
は
分
析
し

て
い
る
。
国
内
活
動
を
開
始
す
る
好
機
で
、

J

A

M

S
と
し
て
は
以
下
の
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
基
地
診

療
所
を
お
く
。

①
目
的
~
山
岳
部
無
医
地
区

(
1
1らい
多
発
地

区
で
も
あ
る
）
に
お
け
る
医
療
体
制
の
あ
る
べ
き

姿
を
探
り
、
あ
わ
せ
て
同
地
区
南
部
の
、
戦
火
で

荒
廃
し
た
農
村
の
住
民

(11
難
民
）
が
帰
還
し
ゃ

す
い
条
件
を
作
る
。

②
時
期
：
1
9
9
1
年
8
月
ま
で
に
人
員
配
備

と
輸
送
態
勢
を
整
え
、

1
9
9
1
年
11
月
中
に
準

備
を
完
了
、
同
年
12
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

③
活
動
地
こ
r
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ニ
ン
グ
ラ
ハ

ル
州
北
西
部
の
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
上
流
。
約

2
0
ケ
村
、

一
0
0
0
0
ー

一
五
0
0
0
家
族
（
推

定
人
口
1
0
万
人
以
上
）
の
居
住
す
る
高
地
山
岳
部
。

民
族
的
に
は
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
族
と
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン

族
（
亜
種
）
が
混
居
す
る
。
距
離
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
か
ら
ジ
ー
プ
と
徒
歩
で
3
日
以
内
（
政
情
不
安

定
地
区
の
通
過
で
補
給
が
困
難
な
場
合
、
パ
ク
テ

ィ
カ
に
置
く
）
。

④
活
動
内
容
;
第

一
段
階
で
小
さ
な
診
療
活
動

を
行
い
つ
つ
状
況
を
調
査
（
疫
学
調
査
な
ど
）
、

保
健
・
母
子
衛
生
を
含
む
将
来
の
本
格
的
な
活
動

に
備
え
る
。
重
症
者
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
中
央
診

療
所
に
送
る
。

⑤
人
員
二
医
師
ー
、
検
査
技
師
ー
、
看
護
士
・

助
手
2
、
門
衛
・
伝
令
2
、
運
転
手
ー
、
総
計
7

名
の
ア
フ
ガ
ン
人
チ
ー
ム
と
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

の
本
部
か
ら
交
代
制
で
配
備
す
る
。

熱
帯
医
学
・
小
訓
練
コ
ー
ス

①
目
的
は
付
来
の
復
興
ハ
に
備
え
、
若
い
医
療
関

係
者
（
主
に
医
師
）
に
土
地
に
あ
っ
た
疾
病
の
診

断
・
治
療
、
予
防
、
環
境
衛
生
な
ど
を
教
育
す
る

人
材
作
り
で
あ
る
。
最
近
は
先
進
国
に
追
い
つ
こ

う
と
す
る
余
り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
さ
え
も
検
査

依
存
の
体
質
、
金
の
か
か
る
医
療
、

一
般
庶
民
に
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は
縁
の
な
い
医
療
教
育
が
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

先
端
技
術
に
憧
れ
る
若
い
優
秀
な
頭
脳
が
現
地
か

ら
流
出
す
る
の
を
防
止
し
、
適
切
な
治
療
行
為
を

流
布
す
る
。
同
時
に
、
日
本
人
医
師
・
看
護
婦
な

ど
も
募
集
し
、
日
本
側
の
人
材
作
り
に
協
力
す
る
。

②
期
間
：

1
9
9
1
年
5
月
よ
り
準
備
を
始
め
、

1
9
9
2
年
2
月
よ
り
実
施
す
る
。
第
1
期
は
3

カ
月
間
。
募
集
・
卒
業
共
に
試
験
を
行
い
、
第
1

期
は

20
名
を
予
定
。
但
し
、
正
確
な
時
期
は
、
準

備
が
整
っ
た
段
階
で
調
整
す
る
。

③
教
育
内
容
と
対
象
者
~
若
い
卒
業
後
の
ア
フ

ガ
ン
人
医
師
で
、
将
来
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
止
ま

っ
て
医
療
活
動
を
志
す
者
が
主
た
る
対
象
。
欧
米

諸
国
に
逃
れ
よ
う
と
す
る
者
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

日
本
人
医
師
の
場
合
は
、
卒
業
後
1
年
以
上
の
臨

床
経
験
者
で
、
英
語
を
解
す
る
者
と
す
る
。

研
修
内
容
は
、
北
西
辺
境
州
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
多
発
す
る
感
染
症
の
診
断
と
治
療
（
マ
ラ
リ

ア
、
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
、
ア
メ
ー
バ
症
、
ら
い
・

結
核
病
と
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
下
痢
症
の
臨
床
、

中
央
ア
ジ
ア
に
多
い
先
天
性
血
液
疾
患
、
貧
血
症
、

栄
養
障
害
、
そ
の
他
の
寄
生
虫
を
含
む
感
染
症
す

べ
て
）
予
防
、
母
子
衛
生
、
土
地
の
事
情
に
適
し

た
治
療
法
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

卒
業
者
に
は
証
書
を
発
行
す
る
。
証
書
自
体
は

日
本
人
医
師
に
特
別
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
が
、
感
染

症
の
臨
床
に
興
味
が
あ
る
者
、
発
展
途
上
国
の
医

療
に
興
味
が
あ
る
者
に
は
十
分
役
立
つ
も
の
と
確

信
す
る
。
実
際
の
医
療
現
場
で
、
最
低
限
の
装
備

を
以
て
最
大
限
の
も
の
を
い
か
に
発
揮
す
る
か
、

よ
い
訓
練
に
な
る
だ
ろ
う
。

④
予
算
二
日
本
か
ら
の
講
師
2
名
、
現
地
講
師

4
名
の

4
カ
月
分
給
与
と
教
材
が
主
で
、
後
の
準

備
は
J
A
M
S
事
務
局
で
可
能
。
あ
る
程
度
の
実

習
は
現
在
の
J
A
M
S
診
療
所
を
利
用
で
き
る
。

ホ
ー
ム
レ
ス
の
ら
い
患
者
の
世
話

（
自
立
定
着
村
）

問
題
は
教
育
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
さ
が
し
。
日
本
の

医
療
機
関
と
協
力
し
、
英
国
な
ど
か
ら
の
講
師
招

聘
も
考
慮
し
て
い
る
。
現
在
立
案
中
。

前
年
度
の
企
画
書
を
参
照
。

1
9
9
1
年
度
は

辛
抱
強
く
調
査
を
重
ね
、
予
算
の
蓄
積
す
る
の
を

待
つ
が
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
難
民
に
か
か
わ

る
政
情
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
し
ば

ら
く
は
安
定
を
待
ち
、

1
9
9
1
年
度
に
は
大
き

な
投
資
を
し
な
い
。

.•••••••

••••
••••
•••••••••••••

••••
••••••••••

••••••
••••••••

. 

~
＊
現
地
の
活
動
が
拡
充
す
る
に
つ
れ
、
報

~

~
告
書
も
年
々
大
部
に
な
っ
て
来
ま
し
た

。

~

~
今
年
か
ら
、
会
報
に
は
報
告
書
の
エ
ッ
セ
~

~
ン
ス
だ
け
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
~

~
の
で
、
全
文
を
お
読
み
に
な
り
た
い
方
は
、
~

~
ご
連
絡
下
さ
い

。

事
務
局
よ
り
「
＿
九
九
~

~
0
年
度
事
業
報
告

1

沿
革
と
現
況
」

~

~
（
二

0
頁
）
を
お
送
り
い
た
し
ま
す

。

~

.••••••••••••••••

•••••
•••
•••••••
•••••••••••••

••••••••••••. 



1991年 7月 20B ペシャワール会報 (6) 

1990年麿までの主なポランティア （現地協力者）

名 前 職種 所 属 期 間

熊野公子 医師 神戸成人病センター ①1986年12月ー1987年 1月

②1989年12月ー1990年 1月

松本 繁 検査技師 国立邑久光明園 ①1986年12月ー1987年 1月

②1987年 2月ー1987年 3月

③1989年12月ー1990年 1月

宮原 昇 検査技師 若松臨床検査技師会 1987年 3月ー1987年 4月

福島裕助 農業技師 福岡県職員 1988年 1月ー1988年 3月

佐藤雄二 医師 国立肥前療養所 1988年 4月 (1週間）

＊安部美智子 看設婦 原病院勤務（福岡） 1988年10月ー1989年 5月

松尾栄樹 検査技師 福岡済生会病院 1988年10月ー1988年11月

喜多悦子 医師 ユニセフ・ペシャワール事務所 1988年10月ー1990年10月

鎌田啓介 医学生 東北大学医学部 1989年 1月一1989年 8月

Dr. G. Warren医師 Leprosy Miss10n 1989年 1月ー1989年 2月

＊石 松 義 弘 医師 天心堂へつぎ病院（大分） 1989年 4月ー1991年 3月

右田徹雄 自由業 熊本ペシャワール会 1989年 4月ー1989年 7月

山口誠史 事務業 日本ボランティアセンター 1989年 7月ー1989年 8月

中田正一 農業技術 「風の学校」主宰 1989年 7月ー1989年 8月

蔵所麻里子 作業療法士 八尾徳洲会病院 1989年11月ー1989年12月

＊ 沢 田 裕 子 事務・通訳 福岡市役所 1989年11月ー1990年 6月

吉富雅子 X線技師 元病院勤務（大分） 1990年 5月ー1990年 6月

＊藤田千代子 看設婦 福岡徳洲会病院 1990年 9月一現在 (2年派遣）

＊ 吉 武 英 子 医師 札幌里塚病院 1990年10月一現在 (2年派遣）

岩本直美 看護婦 （英国留学中） 1990年11月ー1991年 1月

西岡和子 英語講師 1991年 2月ー1991年 3月

伊藤みりえ 医学生 千葉大学医学部 199).年3月 (2週間）

宮本和子 検査技師 千葉大学看設学部 1991年3月一1991年4月（約 1カ月）

(＊＝ペシャワール会を通して派遣された 6カ月以上の長期赴任者）



(7) ペシャワール会報 1991年 7月 20日

皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
に
よ
り
、
現
地
を
含
む
会
の

活
動
は

一
段
と
拡
充
い
た
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
活

動
に
つ
い
て
は
中
村
先
生
の
報
告
に
ゆ
ず
り
ま
す

が
、
会
員
・
会
費
•
寄
付
等
の
増
加
に
つ
い
て
昨
年

と
の
比
較
で
報
告
し
ま
す
。
会
費
及
び
寄
付
が
昨
年

よ
り
約
三
六
0
万
円
増
(
-
―
―
-
％
増
）
し
ま
し
た
。

内
個
人
が
六
八
五
件
↓
一

0
九
七
件
（
六
0
％
増
）
、

団
体
が
五
五
件
↓
九

一
件
（
六
五
％
増
）
と
大
き
く

増
加
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
ア

••••••••••

••
•••••••••.•

••.••.

.•
••.••••••••

•••••
•••
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~
板
付
北
小

学
校
六
年
二
緋

西
南
学
院

西
南
幼
稚
園

西
南
学
院
中
学
校

西
南
学
院
高
等
学
校

~
体

篠
田
中
学
校
一
年
三
紐

~
団

檜
原
こ
ひ
つ
じ
幼
稚
園

た
．
ヽ
~
し
）
福
岡
女
学
院
中

学
校

~
だ
月
福
岡
女
学
院
高
等
学
校

~
た
三
西
南
女
学
院
短
期
大
学

~
い
年
活
水
女
子
鐙
斯
大
学
Y
W
C
A

5

せ
一
九
州
学
生
Y
M
C
A

~
寄
九
越
洋
会

九
コ
ス
モ
ス
会

．
お

•

一
ア
フ
ガ
ン
難
民
に
医
薬
品
を
送
る
会

～
ア
ジ
ア
を
考
え
る
会
北
九
州

~
を

岡

月

ぅ
ら
梅
の
郷
会

~
寄
四
山
鹿
市
石
松
君
同
級
生一
同

~
に
年
人
間
い
き
い
き
研
究会

~
中
0

コ
ス
モ

ス
岳
友
会

国
際
医
療
学
会

八
尾
徳
洲
会
病
院

~
度
九

＂

長

椅

北

徳

洲
会
病
院

~

年
九

"
0
い

青

洲

会

病
院

j

札
幌
里
塚
病
院

．
 

．
 

~
九
袖
山

病
院

一

新
栄
病
院

ぃ

●

浅
木
病
院

馬
場
病
院

．
 

朝
倉
記
念
病
院

．
 
．
 
．
 

菊
池
養
生
園

．
 
．
 

．．
．．．．
．．．
．．．．．．．．．．．．．．
．．．． 

〔

1
9
9
0
年
度
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
業
報
告
〕

フ
ガ
ン
難
民
は
す
で
に
過
去
の
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在

で
す
が
、
も
っ
と
深
い
処
で
会
の
活
動
が
人
々
の
共

感
を
得
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
J
A
M
S
へ
の

顕
微
鏡
寄
付
の
呼
び
か
け
に
も
た
く
さ
ん
の
寄
謄
が

あ
り
ま
し
た
。
ワ
ー
カ
ー
の
希
望
者
も
着
実
に
増
え

て
い
ま
す
。
一
歩
一
歩
の
歩
み
の
た
め
に
、
皆
さ
ま

方
の
持
続
的
な
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
食
農
セ
ミ
ナ
ー

老
人
保
健
施
設
城
山
荘

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
北
九
州
西

福
岡
黒
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

B
8
3

福
岡
鶴
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
南

福
岡
西
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
東

福
岡
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

福
岡
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

筑
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ

古
賀
町
役
場

田
隈
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

香
住
ケ
丘
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

西
南
学
院
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

天
神
聖
書
集
会

日
本
聖
公
会
福
岡
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
福
岡
南
教
会

鳥
栖
バ
。
フ
テ
ス
ト
キ
リ
ス
ト
教
会
婦
人
部

福
岡
ベ
タ
ニ
ア
村
教
会

大
名
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

福
岡
キ
リ
ス
ト
教
女
性
青
年
会

福
岡
聖
書
研
究
会

大
牟
田
正
山
町
教
会
学
校

平
尾
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

シ
オ
ン
山
教
会

岡
山
リ
ハ
ビ
リ

日
本
パ
キ
ス
タ
ン
協
会

山
鹿
青
年
商
工
会
議
所

：．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．： 

ペシャワール会1990年度会計報告

〔収入の部〕

1.会費及び寄付(1)
2. 事業収入 (2) 
3.利息雑収入

16,148,084 

848,755 

39,317 

計
前年度繰越

17,036,156 

920,986 

合 計

〔支出の部〕

1. 現地支援費 (3) 

2. 渡航及び通信費(4)

3. 国内活動費

4. 事業費（会報発行•発送）
5.事務局費（家賃・事務用品）

17,957.142 

9,911,488 

1,095,286 

1,727,767 

1,904,549 

1.603. 738 

ペシャワール会1990年度特別会計

〔収入の部〕

］．外務省 NGO補助金(5) 7,000,000 

計
〔支出の部〕

1. JAMS人件費
2. 医薬品牲

7,000,000 

4,998,000 

2,002,000 

ー
-l
=
-
E[
 

7,000,000 

(I)個人1,097件、団体91件
(2)本及びカーペット販売等

(3)国内及び現地で膳入した医薬品・医療機器・ JAMS迅営貨

(4) 3ヶ月以上の長期ポランティア及びその家族へ支給

(5)ペシャワール会を通じて JAMSになされた補助

ノ＇ 

計
次年度繰越

16,242,828 

1,714,314 

合 計 17. 957.142 
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勾Q尽紛泥汽ご
ッフ鰯介 (1)
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ナジブ（検査技師）
カープル出身。ソ連軍のアフガニス

タン侵攻時には法学生だった。

JAMSに勤め始めて 5年になる。検

査技師、シ ャワリ先生の右腕として、

JAMSの重要なスタッフ。昨年結婚

した。ユーモア溢れ、心優しい、い

つも笑顔の彼であっ たが、アフガン

の事態が動揺すると、いつも暗い悲

しい表情を浮かべていた

ドクター・シャワリ (JAMS院長）

シャワリ先生をこれだけの字数で表現するのは難

しい。祖国を愛し、憂い、 JAMSのみならず一族

の長としての重責は、はたで見ていても気が遠く

なりそうだった。けれど、いつもユーモアを忘れ

ず、細かい洞察力でJAMSを統率していた。

. --



レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
の
マ
エ
ダ
・
ヒ
ロ
ユ
キ
さ
ん

（
日
本
人
の
ワ
ー
カ
ー
で
す
。
念
の
た
め
）

cecし+JC↓コーC*つCOC*3L9ぷいrm

ラ宮笈箆ク筐］

匹

cocc  

JAMSでは現在37人のアフガン人

スタッフが1動いています。

今号から 3回に分けて紹介します。

JAMSスタ
,o+ootoc心 中］［小工＋ユこ心 CC3cu> 

•. ．
 

， 

に
9̀  

S.s 

アサッド (X線技師）

カープル出身の19歳。スポーツが

得意で今もペシャワールでカラテ

を習っている。 X線技師に選ばれ

た時は「大丈夫だろうか」とずっ

と不安そうにしていたが、今では

十分立派な写真が撮れるようにな

った。断食中、大きな体で意気消

沈していた姿が思い出される

一
鼻

9) 

アベッド（看護士）

パンジシェール出身。非常に有

能な看護士で、アフガニスタン

内部の戦闘でも看護士をしてい

た。手術中はドクターの欠かせ

ないパートナー。平常は物腰柔

らかい、優しい人である

安部看護婦と傷の手

当をするアベッド



JAMS検究室風景

トレードマーク

モハマッド・クル （コッ ク）

ハンジャン（ドライバー）

主に中村先生のドライバーとし

て勤務。パジェロをいつも子供

のように可愛がり、とても大切

にしている。にこにこと穏やか

な人柄だが、雑談になるといつ

もペシャワールは暑くていやだ、

早くアフガニスタンに帰りたい、

と眩いていた

勤勉で知られるマザシェリフ出身のトルクメン。日本

人以上に細やかな心遣いで、 料理 ・掃除など一切をこ

なし、大勢の来客の時も同様であった。娘を初め、家

族はまだ皆アフガニス タンに残っている。昨年、もう

すぐ再婚するのだと皆に冷やかされていた



アブドウラ・ガフール（検査技師見習い）

パルワン出身の23歳。 JAMSの検査室

を手伝いながら研修と勉強を続けてい

る。無口で人見知りすることもあるが、

笑った時にパ J とのぞく無邪気な表情

が印象的だった
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.'.i (JAMS診療輯告） （1991年1月 1日～ 2月28B) コ上

丸
◎フィールドワーク

訪問難民キャンプ

診療数

Jr 
，
 
．．
 

., ．．
 

り

,．
 

d̀̀

 

'，◎検査

血液検査

化学反応検査

らい菌検査

尿検査

便検査

•9 

＇ 
d

・‘

ッベルクリン検査

心電図

X線

13ケ所

のべ 503名

980件

267,, 

80,, 

967,, 

1,071,, 

34,, 

64,, 

361/， 

◎ペシャワール診療所

外来患者数

入院患者数

退院患者数

◎テメルガール診療所

外来患者数

マラリ ア検査陽性

血液検査

尿検査

便検査

ライ歯検査

，
 
．．
 

＇ 

tJ 

.r"t" 

名
ク
ク

3

8

9

 

8

7

7

 

3
 

，
 

3
 

ベの

.”. 
↑̀-

—‘ 

のべ 1,772名 K 

153件

415，， 

449，， 

458，， 

108，， 
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トルクメンのカーペソト・ワークショ y プのふたり。 1

日に何センチという作業を黙々と続ける。糸を切るナイ

フのシ ャッシャッという音が静寂の中に快 く響く

荒峯と広がるアコラハタック

の難民キャンプ

モハマッド・モルタザン（靴職人）

マリ出身のサンダルワーク ショッ プの職人さん。非常に腕の良い人で、

サンダルのみでなく立派な靴も製作することができる。あまり腕が良

過ぎて彼を手放した靴屋の主人からクレームが付きそうになったほど
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ム
ー
サ
ー
の
過
去

ム
ー
サ
ー
は
J
A
M
S

療
サ
ー
ビ
ス
）

ジ
ハ
ド

若
い
ゲ
リ
ラ
戦
闘
員

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・ミ
ッ
シ
ョ
ン
'•

J
A
M
S
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
フ
ガ
ン
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
顧
問
医
師

（
日
本
ー
ア
フ
ガ
ン
医

の
古
参
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
で
あ
る
。

ク
ナ
ー
ル
の
イ
ス
ラ
ム
指
導
者
の
由
緒
あ
る
家
系

に
生
ま
れ
た
。
小
さ
い
と
き
か
ら
一
本
気
で
、
そ

の
上
典
型
的
な
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
気
質
と
き
て
い
る

か
ら
始
末
が
悪
い
。
誇
り
と
勝
ち
気
と
真
っ
正
直

さ
は
時
に
手
に
負
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

よ
く
一
緒
に
出
掛
け
る
が
、
ム
ー
サ
ー
の
運
転

は
荒
い
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
警
察
の
検
問
な
ど
お
か

ま
い
も
な
く
突
破
す
る
。
「
馬
鹿
野
郎
。
目
は
つ

い
と
る
の
か
。
公
用
だ
！
」
と
い
う
気
迫
と
檸
猛

さ
に
押
さ
れ
て
た
い
て
い
の
も
の
は
逆
わ
な
い
。

事
務
所
と
し
て
も
、
厄
介
で
あ
る
と
同
時
に
重
宝

な
存
在
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
習
慣
と
節
を

守
り
抜
く
、
私
の
知
る
限
り
で
最
も
一
途
で
実
直

な
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
で
あ
っ
た
。

ム
ー
サ
ー
は
自
分
の
経
歴
を
人
に
話
し
た
が
ら

な
か
っ
た
。
言
わ
れ
ぬ
苦
労
と
体
験
が
あ
っ
た
の

さ
つ
り
＜

だ
ろ
う
。
多
く
の
殺
霰
と
死
を
見
て
き
た
者
に
特

有
な
暗
さ
が
表
情
に
現
れ
て
い
た
。
ゲ
リ
ラ
仲
間

た
ち
に
さ
え
恐
れ
ら
れ
る
歴
戦
の
つ
わ
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
ム
ー
サ

ー
が
、
あ
る
日
突
然
前
線
を
去
っ
た
理
由
を
知
る

者
は
少
な
い
。

あ
る
時
、
私
は
彼
の
故
郷
の
戦
場
の
近
く
の
バ

ザ
ー
ル
を
通
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
バ
ザ
ー
ル
と
い

っ
て
も
、
戦
場
の
廃
墟
に
復
活
し
た
ば
か
り
の
貧

弱
な
も
の
で
、
戦
火
が
収
ま
っ
て
帰
郷
し
た
難
民

の
一
部
が
細
々
と
生
活
の
営
み
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。

通
り
が
か
り
に
見
て
い
る
と
、
若
い
ゲ
リ
ラ
戦

闘
員
が
バ
ザ
ー
ル
で
何
か
や
り
取
り
を
し
て
い
た
。

あ
る
ゲ
リ
ラ
兵
士
の
変
貌

中
村

哲

食
事
の
代
金
を
払
わ
ず
に
立
ち
去
ろ
う
と
し
て
い

る
。
た
だ
で
食
わ
せ
て
も
ら
う
の
が
当
然
と
ば
か

り
、
自
分
が
ま
る
で
住
民
の
守
護
神
で
も
あ
る
か

の
よ
う
な
傲
慢
な
態
度
が
看
て
取
れ
た
。

突
然
ム
ー
サ
ー
が
足
を
止
め
、
若
者
の
襟
首
を

つ
か
ん
だ
。

「
お
め
え
は
本
当
に
ム
ジ
ャ
ヘ
デ
ィ
ン
（
イ
ス

ラ
ム
戦
士
）
か
い
。
誰
の
た
め
に
戦
っ
と
る
ん
だ
。

貧
し
い
者
か
ら
ふ
ん
だ
く
っ
て
、
そ
れ
で
も
ム
サ

ル
マ
ン
（
回
教
徒
）
か
」

意
表
を
つ
か
れ
た
若
者
が
向
き
直
る
と
、
ム
ー

サ
ー
は
ラ
イ
フ
ル
を
構
え
て
「
代
金
を
払
え
」
と

言
っ
た
。

い
く
ら
こ
の
世
界
で
も
、
公
衆
の
面
前
で
他
人

に
銃
を
向
け
る
こ
と
は
滅
多
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
に
、
こ
の
若
者
の
党
派
の
仲
間
が
大
勢

周
囲
に
い
た
。
彼
は
数
を
頼
ん
で
ム
ー
サ
ー
に
食

っ
て
か
か
っ
た
。

「
俺
た
ち
を
誰
だ
と
思
っ
て
る
ん
だ
。
た
だ
で

は
済
ま
ん
ぞ
」

ム
ー
サ
ー
は
そ
れ
を
無
視
す
る
よ
う
に
「
払

ぇ
」
と
怒
鳴
り
つ
け
、
若
者
の
足
元
に
向
け
て
数

回
た
て
続
け
に
発
砲
し
た
。
銃
声
と
共
に
土
煙
り

が
彼
の
足
元
を
覆
っ
た
。
そ
し
て
、
今
度
は
水
平

に
ラ
イ
フ
ル
を
構
え
直
し
、
「
払
わ
な
け
れ
ば
、
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食堂でくつろぐムーサー

お
ま
え
を
殺
す
」
と
吠
え
る
よ
う
に
言
っ
た
。
ム

ー
サ
ー
の
形
相
が
変
わ
っ
て
い
た
。
本
気
だ
っ
た
。

さ
す
が
に
若
者
は
仰
天
し
、
遠
巻
き
に
見
て
い
た

群
衆
も
ム
ー
サ
ー
を
支
持
し
た
の
で
身
に
危
険
を

感
じ
た
ら
し
く
、
金
を
払
っ
て
立
ち
去
っ
た
。

一
部
始
終
を
見
聞
き
し
た
我
々
は
、
ム
ー
サ
ー

＇が
戦
線
を
離
脱
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
来
た
理
由

を
や
っ
と
理
解
し
た
。

一
九
七
九
年
十
二
月
、
ソ
連
軍
九
万
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
進
攻
に
よ
っ
て
内
乱
が
い
よ
い
よ
本
格

化
し
た
時
、
彼
は
イ
ラ
ン
に
留
学
し
て
い
た
。

「
革
命
政
権
」
が
農
奴
解
放
と
称
し
て
彼
の
一
族

を
襲
い
、
父
親
を
処
刑
し
た
と
い
う
報
を
聞
く
や
、

直
ち
に
帰
郷
し
て
ゲ
リ
ラ
に
身
を
投
じ
て
戦
っ
た
。

彼
が
義
勇
兵
と
し
て
ム
ジ
ャ
ヘ
デ
ィ
ン
・
ゲ
リ

ラ
の
一
党
派
に
投
じ
て
間
も
な
く
、
こ
の
グ
ル
ー

プ
は
匪
賊
化
し
て
い
っ
た
ら
し
い
。
彼
の
属
す
る

コ
マ
ン
ダ
ー
ン
（
司
令
官
）
は
、
長
い
血
な
ま
ぐ

さ
い
闘
争
で
哀
み
の
情
を
麻
痺
さ
せ
た
。
部
隊
を

ぉ
f
)

率
い
て
戦
っ
た
経
歴
が
騒
っ
た
態
度
を
身
に
つ
け

さ
せ
、
兵
を
私
物
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

殉
ず
べ
き
ジ
ハ
ド
（
聖
戦
）
の
理
想
と
現
実
は

余
り
に
掛
け
離
れ
て
い
た
。
ム
ー
サ
ー
は
、
こ
の

コ
マ
ン
ダ
ー
ン
に
敵
意
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
「
政
府
協
力
者
が
金
を
出
さ
ぬ
時
は
皆
殺
せ
」

と
の
命
令
を
受
け
た
時
、
正
義
感
か
ら
来
る
怒
り

は
頂
点
に
達
し
た
。

「
彼
ら
は
罪
の
な
い
貧
し
い
地
主
と
農
民
で
は

な
い
か
。
我
々
の
戦
い
は
誰
の
た
め
に
、
何
の
た

め
に
あ
る
の
だ
」

ム
ー
サ
ー
が
こ
の
コ
マ
ン
ダ
ー
ン
を
ど
う
し
た

兵
の
私
物
化

「
こ
れ
は
汚
い
戦
い
だ
。
政
治
党
派
に
イ
ス
ラ

ム
の
大
義
な
ど
あ
り
は
せ
ぬ
。
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
の

名
に
も
値
い
せ
ぬ
。
俺
は
腐
っ
た
犬
ど
も
と
死
ぬ

も
の
か
」

ジ
ハ
ド
の
意
味
は
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
心
中
か

ら
消
え
去
っ
た
。
古
き
良
き
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も

遥
か
彼
方
に
崩
れ
去
っ
て
い
た
。
平
和
な
故
郷
の

田
園
は
今
は
廃
墟
と
化
し
、
政
府
1
1

ソ
連
軍
と
自

ば
つ
こ

称
ム
ジ
ャ
ヘ
デ
ィ
ン
・
ゲ
リ
ラ
の
み
跛
麿
す
る
殺

伐
と
し
た
光
景
を
呈
し
て
い
た
。
悲
憤
が
た
ぎ
る

よ
う
な
復
讐
へ
の
思
い
と
な
っ
て
彼
を
支
配
し
た

が
、
そ
れ
は
も
は
や
ソ
連
兵
で
も
カ
ブ
ー
ル
政
権

に
対
し
て
で
も
な
か
っ
た
。
故
郷
を
荒
ら
す
外
来

者

一
切
と
、
彼
の
信
ず
る
無
垢
の
「
イ
ス
ラ
ム
」

を
傷
つ
け
る
一
切
が
敵
で
あ
っ
た
。

彼
が
私
と
出
会
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
後

の
一
九
八
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
パ
シ
ュ
ト
ゥ

ン
民
族
主
義
に
あ
る
程
度
共
感
し
て
い
た
彼
は
、

当
時
そ
の
傘
下
に
あ
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
病
院
に

運
転
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の

首
脳
陣
に
対
し
て
も
、
彼
は
目
ざ
と
く
例
の
コ
マ

我
々
の
ジ
ハ
ド

か
知
る
由
も
な
い
が
、
と
も
か
く
彼
は
部
隊
を
離

れ
た
。
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ン
ダ
ー
ン
に
似
た
駿
り
と
腐
敗
を
感
じ
て
い
た
。

多
く
の
難
民
救
済
団
体
の
外
国
人
た
ち
も
、
彼

に
と
っ
て
は
同
様
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
が
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
為
に
熱
意
を
傾
け
る
よ

り
は
、
自
ら
の
業
績
作
り
に
忙
し
い
。
彼
ら
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も
パ
キ
ス
タ
ン
も
知
ら
な
い
。
し

か
し
自
分
は
彼
ら
に
雇
わ
れ
る
こ
と
で
生
計
を
立

て
ね
ば
な
ら
な
い
。
弱
い
立
場
に
あ
る
も
の
は
人

の
誠
意
を
敏
感
に
嗅
宮
取
る
も
の
で
あ
る
。
「
援

助
す
る
者
」
の
無
知
と
騒
り
は
耐
え
難
い
屈
辱
で

あ
っ
た
。

J
A
M
S
が
結
成
さ
れ
た
直
後
、
我
々
の
誘
い

に
彼
は
二
つ
返
事
で
応
じ
た
。

ジ
ャ
ー
パ
ー
ン
1
•

そ
れ
は
お
ぽ
ろ
げ
に
想
像

す
る
だ
け
で
は
あ
っ
た
が
‘

―
つ
の
独
特
な
響
き

を
彼
に
与
え
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
切
り
刻
ん

だ
ロ
シ
ア
・
米
英
と
戦
っ
た
東
方
の
国
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
と
同
じ
手
に
よ
っ
て
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
」
の
惨
禍
を
被
っ
た
国
。
そ
の
漠
然
た
る

印
象
は
こ
の
戦
乱
の
中
で
い
よ
い
よ
輝
い
て
親
近

感
を
覚
え
る
の
だ
っ
た
。

初
め
て
間
近
に
見
る
日
本
人
は
ハ
ザ
ラ
族
や
ト

ル
コ
マ
ン
族
に
似
て
い
た
。
義
兄
弟
の
シ
ャ
ワ
リ

医
師
が
忠
誡
を
置
い
て
い
る
の
を
見
て
、
不
思
議

な
人
種
だ
と
思
っ
た
。
片
言
だ
が
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語

を
解
す
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
。

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
再
建
こ
そ
我
々
の
ジ
ハ

ス
ピ
ン
・
ス
パ
イ

ド
（
聖
戦
）

犬
、
欧
米
人
を
ア
フ
ガ
ン
人
は
陰
で
そ
う
呼
ぶ
）

に
荒
ら
さ
れ
た
恨
み
を
建
設
に
ふ
り
む
け
ろ
。
平

和
と
建
設
を
、
戦
争
以
上
の
努
力
で
実
行
し
よ

う
」
と
い
う
、

J
A
M
S
の
方
針
が
ム
ー
サ
ー
の

心
を
捕
ら
え
て
い
た
。

「
日
本
が
何
か
で
き
る
の
で
す
か
」

「
日
本
が
何
か
を
す
る
の
で
は
な
い
。
す
る
の

は
君
た
ち
で
あ
り
、
我
々
だ
。
君
が
右
手
を
捧
げ

る
な
ら
私
も
右
手
を
捧
げ
よ
う
」

「
ド
ク
タ
ー
、
こ
れ
は
汚
い
戦
い
で
す
。
私
も

ゲ
リ
ラ
と
し
て
戦
い
ま
し
た
が
、
姉
気
が
さ
し
て

逃
げ
て
来
ま
し
た
。
も
う
沢
山
で
す
。
党
派
の
い

う
こ
と
は
嘘
で
す
」

「
分
か
っ
て
い
る
。
だ
が
、
今
は
耐
え
抜
い
て

人
の
良
心
の
力
を
集
め
よ
う
。
ロ
シ
ア
も
米
国
も

必
ず
去
る
時
が
来
る
だ
ろ
う
」

「
ロ
シ
ア
が
去
っ
て
も
、
こ
の
混
乱
を
ど
う
収

拾
し
ろ
と
い
う
の
で
す
か
。
み
な
バ
ラ
バ
ラ
で

す」
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
バ
ラ
バ
ラ
な
の
は
金

と
欲
で
頭
の
い
か
れ
た
奴
ら
だ
け
だ
。
現
に
異
教

徒
の
私
で
さ
え
君
た
ち
の
仲
間
で
は
な
い
か
。
み

で
あ
る
。

(11
白

な
争
い
に
疲
れ
て
い
る
。
金
で
集
ま
る
者
は
金
が

無
く
な
る
と
散
っ
て
ゆ
く
。
銃
で
立
つ
も
の
は
銃

で
倒
さ
れ
る
。
我
々
を
つ
な
ぐ
の
は
そ
ん
な
も
の

で
は
な
い
」

ム
ー
サ
ー
は
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
た
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン
は

バ
ラ
バ
ラ
だ
。
し
か
し
、
こ
こ
に
す

が
る
こ
と
が
で
き
る
―
つ
の
希
望
が
あ
る
。
そ
れ

が
何
な
の
か
は
、
彼
の
頭
脳
の
中
で
明
瞭
に
描
く

の
は
困
難
だ
っ
た
が
、
確
か
な
輝
き
の
よ
う
に
思

え
た
。美

し
い
ヒ
ン

ド
ゥ
ク
ッ
シ
ュ
の
山
並
み
と
ク
ナ

ー
ル
の
故
郷
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
喧
喚
と
砂
塵
で

隔
て
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
が
現
実
に
い
か
に

流
廃
し
て
い
よ
う
と
、
彼
の
心
の
中
で
は
依
然
と

し
て
緑
あ
ふ
れ
る
帰
る
べ
き
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
四
六
年
福
岡
市
に

生
ま
れ
る
。
＿
九
七
＝
―

年
九
州
大
学
医
学
部
卒
。

＿
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ

ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ス
ピ

タ
ル
に
赴
任
。
ら
い
を
中
心
に
し
た
ア
フ
ガ
ン
難
民
の

診
療
に
携
わ
る
と
共
に
J
A
M
S
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
フ
ガ

ン
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
を
設
立
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を
め
ざ
し
て
現
在
に

至
る
。
著
書
に
『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
』
（
石
風
社
）
『
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
の
報
告
』
（
河
合
文
化
研
究
所
）
が
あ
る
。
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皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
お
元
気
で
す
か
。

今
日
は
実
を
い
い
ま
す
と
札
幌
か
ら
書
か
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
少
し
早
め
に
帰
国
し
、
約

十
日
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
い
つ
も
時
計
を
み
て
は
、

今
ご
ろ
は
皆
で
偽
の
手
当
て
を
し
て
い
る
こ
ろ
だ

な
、
皆
で
お
茶
を
の
ん
で
い
る
こ
ろ
だ
な
、
藤
田

さ
ん
は
昼
寝
を
し
て
い
る
こ
ろ
か
な

e
t
c
と
思

い
出
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
例
年
に
比
べ
お

だ
や
か
だ
そ
う
で
す
が
、
き
っ
と
外
は
四

0
℃
前

後
と
思
い
ま
す
。
当
地
札
幌
で
は
せ
い
ぜ
い
二

0
℃
で
す
が
。

今
回
は
中
村
先
生
か
ら
注
意
さ
れ
た
点
を
中
心

に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
反
省
を
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
や
は
り
海
外
医
療
と
な
る
と
、
日
本
で
は

そ
れ
は
ど
表
面
に
で
な
か
っ
た
欠
点
が
大
変
重
要

な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

一
っ
を
書
い
て
み

外
国
人
は
地
味
で
あ
れ

雷

い
か
仕
事
を
壽
う
こ
と
に
も

吉
武
英
子

ま
す
と
、
私
た
ち
が
つ
い
や
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、

地
元
の
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
を
奪
い
か
ね
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前
か
ら
中
村
先
生
は
常
に

「
現
地
を
た
て
よ
。
外
国
人
は
絶
対
に
目
立
っ
て

は
だ
め
だ
。
地
味
に
せ
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
鉄
則
で
あ
っ
た
の
で
す
が
徐
々
に
こ

れ
を
犯
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
人
特
有
の
一
生
懸
命
な
気
質
、
侮
が
治
っ

て
ほ
し
い
、
患
者
さ
ん
に
親
切
に
し
て
あ
げ
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に

手
を
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
た
と
え
ば
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
す
。
朝
の
ガ
ー
ゼ
交
換
は
一
日

の
最
も
大
切
な
仕
事
の
一
っ
で
す
が
、
や
や
も
す

る
と
私
た
ち
だ
け
が
そ
れ
を
し
て
他
の
ス
タ
ッ
フ

は
の
ん
び
り
と
ち
が
う
こ
と
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
私
が
行
っ
た
頃
は
ど
う
で
あ
っ
た

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
医
師

札
帳
里
塚
病
院
医
師

周
囲
と
の
バ
ラ
ン
ス
こ
そ

頂
要
と
痛
感
し
て

患者さんに傷の具合を尋ねる吉武医師

か
は
よ
く
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
以

前
は
皆
で
や
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

私
た
ち
の
行
為
は
結
局
、
彼
ら
か
ら
仕
事
を
奪
っ

て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
「
あ
そ
こ

は
日
本
人
が
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
ひ
い
て
は
ス
タ
ッ
フ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

く
ず
し
、
結
局
崩
壊
へ
と
な
る
こ
と
も
否
定
は
で

き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
先
生
か
ら
強
く
指
摘
さ
れ
た
と
き
は
一
生

懸
命
に
や
っ
て
い
た
つ
も
り
の
こ
と
が
否
定
さ
れ

た
よ
う
で
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
冷
静
に
考
え
て

み
る
と
当
然
の
こ
と
で
す
ね
。

（
↑
次
頁
下
段
へ
）
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お
元
気
で
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

こ
ち
ら
は
ス
タ
ッ
フ
も
私
も
、
元
気
に
し
て
い

ま
す
。
私
が
一
番
気
に
し
て
い
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

（
傷
の
つ
け
か
え
）
は
、
今
も
皆
で

一
斉
に
や
っ

て
い
ま
す
。
シ
ャ
キ
ー
ル
な
ど
が
一
っ
―
つ
の
傷

を
よ
く
見
て
適
切
に
処
置
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、

今
ま
で
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
し
た
な
あ
と
反
省

し
て
い
ま
す
。
サ
ダ
ー
カ
ッ
ト
も
一
生
懸
命
や
っ

て
い
ま
す
。

時
々
暑
さ
の
せ
い
か
怠
惰
に
な
り
、
十
時
の
お

茶
が
い
つ
ま
で
も
終
わ
ら
な
か
っ
た
り
し
て
、
イ

ヤ
だ
な
あ
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。
私
も
す
ぐ
仲

間
入
り
し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
何
日
か
続
く
と

や
っ
ぱ
り
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
だ
ま

っ
て
カ
ル
テ
に
熱
を
記
入
し
た
り
、
他
の
こ
と
を

は
じ
め
ま
す
。
す
る
と
、
バ
ッ
テ
ィ
や
シ
ャ
キ
ー

皆
で
＿

斉
に

·~ 

スタッフ皆といっしょに

ル
か
シ
ャ
マ
ウ
ン
が
来
て
一
緒
に
熱
を
記
録
し
た

り
し
始
め
ま
す
。
そ
ん
な
時
私
は
一
人
で
ニ
ン
マ

リ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
以
前
先
生
が
話
し
て
下
さ

っ
た
「
黙
っ
て
コ
ッ
コ
ツ
と
や
っ
て
い
れ
ば
…
…

ペ
シ
ャ
ワ
—
ル

藤
田
千
代
子

緒
に
考
え
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
ま
す
ら
い
病
棟
の
仲
間
た
ち

吉
武
英
子

北
海
道
の
春
風
の
中
で

後
日
、
あ
ち
ら
の
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
こ
れ
か
ら

の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
か
ら
は
ス

タ
ッ
フ
全
員
で
ガ
ー
ゼ
交
換
を
し
ま
し
た
。
皆
、

生
き
生
き
と
働
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と

今
も
、
そ
し
て
藤
田
さ
ん
が
帰
国
し
た
後
も
続
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
中
途
半
端
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意

識
と
周
囲
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
医
療
が
い
か

に
危
険
で
あ
る
か
、
そ
し
て
海
外
医
療
協
力
と
は

も
っ
と
厳
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
先
生
の
全
体
を
よ
く
み
す
え

た
上
で
の
断
固
と
し
た
考
え
と
鋭
い
指
摘
こ
そ
が

他
の
海
外
医
療
団
体
が
次
々
と
つ
ぶ
れ
る
な
か
で
、

ら
い
医
療
を
こ
こ
ま
で
発
展
さ
せ
た
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

他
に
も
反
省
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

す
が
、
今
日
は
こ
の
辺
に
し
て
お
き
ま
す
。
最
後

に
こ
れ
か
ら
は
十
分
に
考
え
、
少
し
で
も
よ
い
医

療
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
皆
様
の
御
健
康
と
お
幸
せ
を
願
っ
て
い
ま

す。

バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
医
療
の
危
険
性
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「
シ
ス
タ

ぷヽ含＂ム
r
.
 互

•K
.i .i 

•q 

-f
i
「

ー
、
こ
れ
は
絶
対
秘
密
だ
ぞ
」

S
L-牙―

が
デ
メ
．

と
何
度
も
念
を
お
し
て
、
ポ
ロ
サ

．―

ポ
ロ
と
内
緒
事
を
話
し
ま
す
。

一

内
容
は
ほ
と
ん
ど
絶
対
秘
密
と

い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
が
、
ミ
ス
タ
ー
・
シ
ャ
リ

ー
フ
は
一
一
人
に
な
る
と
、
す
ぐ

一

バ
ッ
テ
ィ
の
こ
と
を
話
し
始
め

！

い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
言
っ

て
い
る
と
嘆
い
て

し
ま
し
た
）

ペシャワール風物詩サトウキビ売りのお じさん

す＾下 た 箆
が本さそ-盆
‘文いれと~
は ゜ て

r, 
、、翌 09

仁 s:,,,

中 はん
村 おで
先元い

生 気 ま
へで す
の お ゜
私す
伊-‘‘ロし

でし

本
人
の
了
解
を
得
て
掲
載

す
る
と
、
自
分
の
悪
口
を
ど
こ

（
良
か
っ
た
良
か
っ

ヽ
ス
タ
ー
・
。
ピ
ア
ラ
ー
は
ス
タ
ッ
フ
に
注
意
を

一
緒
に
考
え
な
が
ら
一
緒
に
仕
事
を
す
る
の
が

嬉
し
く
て
、
こ
ん
な
小
さ
な
出
来
事
に
喜
ん
で
い

ま
す
。『

組
対
秘
匿
だ
そ
』

き
と
仕
事
を
や
っ
て
、
シ
ャ
マ
ウ
ン
や
シ
ャ
キ
）

ル
が
も
っ
と
仕
事
を
し
て
く
れ
た
ら
い
い
と
ぽ
や

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
に
、
時
た
ま
果
物
を
く

れ
た
り
、
小
さ
な
子
供
が
食
べ
る
よ
う
な
お
か
し

を
く
れ
た
り
し
ま
す
。

ま
し
た
。

ヽ
ス
タ
ー
・
バ
ッ
テ
ィ
は
相
変
わ
ら
ず
て
き
ば

ま
し
た
。

」
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
こ
と
か
な
あ
と
感
じ

サ
ソ
リ
も

＿
匹

一
人
に
な
っ
て
心
細
い
な
あ
と
思
っ
て
い
た
時

に
、
宿
舎
に
電
話
が
つ
い
て
嬉
し
い
で
す
。
母
と
早

速
話
を
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
も
相
変
わ
ら
ず
で
、
か
べ
ち
ょ
ろ
（
ヤ
モ

リ
）
や
、
台
所
で
突
然
ゲ
ロ
ゲ
ロ
と
声
を
出
す
カ

エ
ル
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
、

g
u
z
a
r
a
k
a
r
 r
a
h
i
 

h
u
 
(
何
と
か
や
っ
て
ま
す
）
。
サ
ソ
リ
も
一
匹
い

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
村
先
生
と
吉
武
英

子
先
生
の
さ
れ
た
オ
ペ
（
手
術
）
後
の
患
者
さ
ん

は
、
経
過
良
好
で
す
。
六
月

一
日
に
ド
ロ
ッ
プ
フ

‘:it 

.‘、

.
r
ヽ

9

●,
．4
 

,“
 

一ゞ＇ ま
す
。

ッ
ト
の
オ
ペ
後
の

P
o
p
（
ギ
ブ

ス
）
を
あ
け
る
予
定
で
す
。
他
の

患
者
さ
ん
の
傷
も
不
思
議
と
治
っ

て
き
て
い
て
、
サ
ダ
ー
カ
ッ
ト
と

性
，‘s,＇
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5

い
つ
も
砂
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と
車
の
排
気
ガ
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で
か
す
む
ほ
ど
の
ぺ
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3
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ぶ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
街
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
大
通
り
を
は
ず

“

ぷ
れ
る
と
家
々
の
庭
先
か
ら
柔
か
な
花
の
香
り
が
風
に

ぶ

ぶ
の
っ
て
来
ま
す
。
写
真
の
男
の
人
が
売

っ
て
い
る
ス
イ

ぷ

ゥ
5
セ
ン
は

、

ほ
ん
の
短
い
間
だ
け
ペ
シ
ャ
ワ
—
ル
近
郊
か

ぷ

ぶ
ら
街
に
運
ば
れ
、
と
て
も
良
い
香
り
を
放

っ
て
い
ま
し
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."
た
。
郊
外
に
出
る
と
農
村
の
男
・
子
供
た
ち
が
道
端
で

｝^
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ス
イ
セ
ン
の
花
束
を
両
手
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抱
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通
り
す
が
る
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車
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売
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す
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小
さ
な
外
交
官
と
し
て

前
田
裕
之

短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
滞
在
記

三
月
中
旬
か
ら
千
葉
大
学
看
護
学
部
の
宮
本
和

子
さ
ん
が
一
ヶ
月
、
同
じ
く
医
学
部
の
伊
藤
み
り

え
さ
ん
が
二
週
間
、
ま
た
四
月
か
ら
は
熊
本
機
能

病
院
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
、
前
田
裕
之
さ
ん
が
一

ヶ
月
半
ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
機
能
病
院
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師

＊
朝
か
ら
-3
っ
た
返
す
患
者
さ
ん

事
務
局
の
皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
方
々
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
あ

る
J
A
M
S
で
約
ニ
ヶ
月
弱
、
放
射
線
技
師
と
し

て
レ
ン
ト
ゲ
ン
関
係
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
過
ご
し
た
約
ニ
ヶ
月
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
一
日

は
、
朝
早
く
か
ら
門
で
待
っ
て
お
ら
れ
る
患
者
さ

ん
達
と
の
会
話
で
始
ま
り
、
も
う
八
時
ご
ろ
に
は
、

沢
山
の
患
者
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
光
景
を
み
る
と
、
つ
く
づ
く
、

J
A
M
S
が

こ
の
人
々
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
存
在
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
、
私
も
仕
事
に
対
し
責
任
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
ド
ク
タ
ー
が
診
断
し
や
す
い
よ
う
な
レ
ン
ト

ゲ
ン
写
真
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
分
の

立
場
と
い
う
も
の
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
ア
フ
ガ

ン
人
ス
タ
ッ
フ
ニ
人
と
一
緒
に
仕
事
を
や
り
ま
し

た
。
（
日
本
人
の
持
っ
て
い
る
技
術
が
唯
一
の
も

の
で
あ
る
と
す
る
自
惚
れ
に
気
を
つ
け
な
が
ら
。
）

＊
硯
地
の
価
値
観
を
尊
重
し
つ
つ

異
な
る
文
化
、
異
な
る
環
境
の
中
で
生
活
す
る

に
は
、
た
だ
計
算
値
を
部
分
的
に
変
え
る
だ
け
で

は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
彼
ら
の
価
値

観
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
如
何
に
技
術
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
す
る
か
を
私
の
課
題
と
し
て
仕
事
を
続

け
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

考
え
、
議
論
す
る
こ
と
で
良
い
写
真
が
で
き
た
時

は
、
彼
ら
と
共
に
喜
び
合
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

で
は
最
後
に
、
中
村
先
生
、
シ
ャ
ワ
リ
先
生
を

は
、
内
戦
で
苦
し
ん
で
い
る
祖
国
を
瞬
間
で
も
忘

れ
て
い
る
み
た
い
で
表
情
も
晴
れ
や
か
で
し
た
。

や
や
も
す
る
と
暗
い
表
情
に
な
り
が
ち
な
彼
ら
も
、

い
ず
れ
内
戦
が
終
わ
り
祖
国
へ

戻
る
日
に
は
、
病

気
で
悩
ん
で
い
る
同
胞
達
の
た
め
に
彼
ら
の
身
に

つ
け
た
技
術
が
役
に
立
つ
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

カ
ラ
チ
よ
り
列
車
の
旅
で
始
ま

っ
た
こ
の
ニ
ヶ

月
間
、
砂
漠
（
ム
ル
タ
ー
ン
）
を
通
過
、
そ
し
て

ィ
ン
ダ
ス
河
を
渡
っ
た
時
、
こ
の
バ
キ
ス
タ
ン
と

い
う
国
の
歴
史
を
肌
で
感
じ
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に

到
着
し
た
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
に
わ
ず

か
ば
か
り
で
し
た
が
接
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

短
い
期
間
で
し
た
が
、
や
は
り
参
加
し
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、
諦
め
て
し
ま
う

に
は
、
余
り
に
も
地
球
は
素
晴
ら
し
す
ぎ
る
か
ら

で
す
。

一緒に仕事をした仲間と
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た
し
ま
す
。千

葉
大
学
看
護
学
部
学
生

中
村
先
生
の
「
ま
あ
気
楽
に
、
の
ん
び
り
し
に

来
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
の
言
葉
を
信
じ
、
念
願

の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
到
着
し
た
の
は
三
月
十
三
日
、

定
刻
通
り
（
こ
れ
は
奇
蹟
に
近
い
と
い
う
）
十
時

三
十
分
だ
っ
た
。
「
体
型
を
隠
す
格
好
」
を
と
必

死
で
考
え
た
珍
妙
な
出
立
の
私
た
ち
を
ド
ク
タ
ー

・
シ
ャ
ワ
リ
と
ミ
ス
タ
ー
・
ナ
ジ
ブ
が
迎
え
て
く

昨
夜
の
雨
で
洗
わ
れ
た
街
の
明
る
さ
。
馬
も
嘘

馬
も
車
も
人
も

一
緒
に
往
き
交
う
通
り
。
緑
の
多

い
街
並
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
は
大
都
会
だ
っ
た
。
赤

茶
け
た
砂
漠
の
街
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
私
は
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
の
美
し
さ
と
活
気
に
驚
い
た
。

吉
武
先
生
と
藤
田
さ
ん
の
暮
ら
す
ミ
ッ
シ
ョ
ン

＊
断
食
に
挑
戦

れ
た
。

＊
美
し
い
街
ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル

雨
の

H
が
「
良
い
天
気
」

宮
本
和
子

は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
ご
活
躍
を
、
お
祈
り
い

ペシャワールの街は活気にあふれている

病
院
内
の
宿
舎
に
居
候
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の

生
活
が
始
ま
っ
た
。
折
し
も
ラ
マ
ザ
ー
ン
（
断
食

月
）
の
開
始
。
私
と
同
行
の
伊
藤
さ
ん
も
ロ
ジ
ャ

（
断
食
）
に
挑
戦
し
た
。
が
、
空
腹
よ
り
も
喉
の

乾
き
と
夜
明
け
前
の
朝
食
の
つ
ら
さ
に
挫
折
し
て

し
ま
っ
た
。
現
地
の
人
と
少
し
で
も
近
い
体
験
を
、

と
願
っ
て
の
こ
と
だ
が
、
私
た
ち
が
断
食
し
て
い

る
と
知
っ
た
時
の
J
A
M
S
の
ス
タ
ッ
フ
達
の
不

思
議
そ
う
な
顔
や
ラ
マ
ザ
ー
ン
の
意
味
の
深
さ
を

思
う
と
、
一
緒
に
な
り
た
い
、
同
じ
よ
う
に
し
た

い
、
と
い
う
思
い
の
中
に
自
分
の
エ
ゴ
を
見
た
気

＊
雨
の
日
は
r
良
い
天
気
」

＊
楽
し
か
っ
た
検
査
室

私
の
日
々
は
宿
舎
と
J
A
M
S
の
検
査
室
を
往

復
す
る
こ
と
に
ほ
ぼ
終
始
し
た
。
検
査
室
だ
け
で

一
カ
月
を
過
ご
す
の
は
当
初
つ
ら
い
こ
と
に
思
え

た
。
し
か
し
日
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
私
は
検
査
室

に
い
る
の
が
楽
し
く
な
り
、
終
わ
り
の
日
が
近
づ

く
ほ
ど
離
れ
難
く
な
っ
て
い
っ
た
。
色
々
な
こ
と

が
中
途
半
端
だ
っ
た
か
ら
で
も
、
自
分
が
何
か
や

っ
た
満
足
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
な
い
。

J
A
M
S

の
ス
タ
ッ
フ
（
特
に
検
査
室
の
）
と
過
ご
せ
ば
過

ご
す
ほ
ど
、
彼
ら
を
好
き
に
な
り
、
一
緒
に
悩
ん

だ
り
失
敗
し
た
り
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
ら
れ
た

ら
と
願
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

い
つ
か
J
A
M
S
に
押
し
か
け
女
房
し
て
し
ま

う
の
で
は
…
•
•
（
そ
の
時
は
追
い
返
さ
な
い
で
下

さ
い
ね
）
。

私
が
訪
れ
た
三
月
ー
四
月
は
バ
ラ
の
花
が
満
開

で
と
て
も
美
し
い
、
暑
く
も
寒
く
も
な
い
よ
い
季

節
で
あ
っ
た
。
芝
生
の
庭
は
い
か
に
も
昼
寝
に
好

ま
し
く
見
え
た
。
バ
ザ
ー
ル
は
様
々
な
野
菜
、
果

物
、
お
菓
子
な
ど
で
賑
わ
い
、
つ
い
つ
い
遠
出
へ

が
し
た
。
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JAMSスタ ッフと（左手前が宮本さん）

と
い
ざ
な
わ
れ
た
。
私
の
よ
う
な
お
て
ん
ば
に
は

イ
ス
ラ
ム
社
会
の
女
性
を
隠
す
習
慣
は
好
ま
し
く

な
か
っ
た
し
、
実
際
気
を
つ
か
う
こ
と
も
多
か
っ

た
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
異
文
化
の
中
、
私
の

習
慣
、
考
え
方
が
通
じ
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

こ
の
社
会
で
は
「
良
い
お
天
気
で
す
ね
」
と
あ
い

さ
つ
す
る
の
は
雨
や
曇
り
の
日
な
の
で
あ
る
（
晴

天
1
1
暑
い
、
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
。
ち
っ
と
も
良
い
お

天
気
で
は
な
い
）
。
違
う
の
は
当
然
な
の
だ
。
問

題
は
相
手
に
と
っ
て
私
が
ど
れ
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
に

な
る
か
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
お
互
い
の

違
い
が
お
互
い
に
ス
ト
レ
ス
に
な
ら
な
い
関
係
が
、

は
た
し
て
J
A
M
S
の
ス
タ
ッ
フ
と
そ
し
て
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
と
結
べ
る
か
し
ら
。
「
い
い

天
気
ね
」
と
言
う
た
び
に
ふ
と
そ
ん
な
こ
と
を
考

P
I
A
に
し
て
は
珍
し
く
予
定
通
り
に
到
着
し
、

空
港
に
西
岡
さ
ん
と
シ
ャ
ワ
リ
先
生
の
暖
か
い
笑

顔
が
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
車
内
か
ら
見
る
街

は
ま
ぶ
し
い
ぐ
ら
い
に
明
る
く
、
た
ま
に
遊
牧
民

の
テ
ン
ト
が
は
ら
れ
て
い
る
街
路
も
清
潔
で
し
た
。

そ
の
日
吉
武
先
生
に
中
村
先
生
が
「
邪
魔
し
に

き
た
人
」
と
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
言
葉
通
り
の
滞

在
で
し
た
。
同
じ
短
期
滞
在
の
西
岡
さ
ん
や
宮
本

さ
ん
が
毎
日
忙
し
く
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
申

し
わ
け
な
い
ぐ
ら
い
の
ん
び
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
専
門
的
な
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
く
、

ら
い
病
棟
で
吉
武
先
生
の
あ
と
を
チ
ョ
ロ
チ
ョ
口

と
つ
い
て
ま
わ
っ
た
り
、
藤
田
さ
ん
の
手
伝
い
を

す
る
と
い
う
名
目
で
患
者
さ
ん
に
遊
ん
で
も
ら
っ

て
い
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

私
が
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
り
、
ジ
ュ

ザ
ー
ム
（
ら
い
）
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
ほ
ど
暗

*r邪魔しにきた人Aと中村先生

ペ
千葉 ミノ

姦ヤ

学塁医 ワI 

生 ｝し

岱訪
み 問
り

1ぇ

え
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

な
と
、 治

癒
に
長
い
時
間
が
必
要
な
の
で
、
出
会
っ
た

ひ
と
り
ひ
と
り
と
長
く
お
つ
き
合
い
で
き
て
い
い

ふ
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

＊
人
閏
味
あ
ふ
れ
る
ら
い
病
棟

い
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
も
単
調
さ
と

は
ほ
ど
遠
く
、
入
院
さ
れ
て
い
る
方
の
治
療
、
再

建
手
術
、
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
通
院
者
の
投
薬
管
理
、

早
期
発
見
の
た
め
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
調
査
）

な
ど
、
こ
ん
な
に
沢
山
や
る
こ
と
が
あ
る
の
か
と

無
知
な
私
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

新しいらい病棟の前で患者さん達と
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e 募 集
JAMS発

「共に歩む」ワーカーを！！
JAMSでは日本からのワーカーを募

集しております。ただし、JAMSは出

来上がった団体ではなく、熟練した医療

技術者の腕の発揮できる日本の医療現場

からは程遠いものです。これから、現地

事情に合わせ、現地の「人づくり」を目

指し、一緒に築き上げてゆこうとするも

のです。「高度の技術を教えてやる」の

ではなく、「共に歩む」ワーカーを歓迎

します。

短期長期を問わず受け入れます。送り

出す日本の社会は一般にゆとりなく、短

期の協力でも大きな困難があります。私

共は現地でこれらの方々の便宜を図るこ

としかできませんが、以下の条件で受け

入れます。

① 募集対象：

1.医療技術者（医師、看護婦（士）、検

査技師、理学療法士など）。又は事務

関係者で外国語（英語又は現地語）の

堪能な者。

2.以上に加え、年齢20歳以上、発展途

上国の医療や人々の暮らしに関心があ

り、心身とも値康で、さしあたり最低

限、日常英会話ができる者。

② 6カ月以上の滞在者は、現地で 1カ

月、ペルシャ語またはパシュトゥ語又

はウルドゥ語を習得、現地の人々と交

わりを深めて仕事をしていただきます。

③ 派遣団体などからのサポートのない

場合、ペシャワール会派遣とし、1年

以上の方は、現地の住居の1更宜、及び

現地生活費と日本からの往復交通費な

どを負担します。

④学生などの短期見学も拒みません。

但し、ゆきとどいたお世話をするゆと

りがありませんので、依存せずに独力

で来て下さい。（繁忙期には断ること

もあります）

詳しくはペシャワール会事務局に直接

お問い合わせ下さい。

〒810 福岡市中央区天神 1丁目10-24

福岡 YMCA内ペシ ャワール会

電話（毎水曜日夜 7時～ 9時）

092-731-2372 

Japan-Afghan Medical Service 

遊
び
に
行
っ
た
私
の
感
じ
方
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い

る
藤
田
さ
ん
や
吉
武
先
生
か
ら
見
れ
ば
甘
ち
ゃ
ん

な
の
で
し
ょ
う
。

患
者
さ
ん
は
来
る
人
は
誰
で
も
受
け
入
れ
て
く

れ
る
よ
う
で
し
た
。
一
般
病
棟
と
比
べ
て
、
し
た

た
か
で
人
間
味
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
と
言
わ
れ

．て
い
ま
し
た
。
長
い
入
院
生
活
の
た
め
気
づ
ま
り

に
な
っ
た
り
、
け
ん
か
の
場
面
に
も
出
く
わ
し
ま

し
た
。
年
老
い
た
兄
弟
が
給
食
を

―
つ
の
皿
に
ま

と
め
て

一
緒
に
食
べ
て
い
る
よ
う
な
ほ
ほ
え
ま
し

い
光
景
に
も
何
度
も
会
い
ま
し
た
。
毎
日
い
ろ
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
折
に
ふ
れ

て
患
者
さ
ん
の
方
が
、
新
米
の
シ
ス
タ
ー
に
教
え

て
く
れ
た
り
、
思
い
や
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

中
村
先
生
は
信
仰
に
近
い
ぐ
ら
い
絶
大
な
信
頼

を
集
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
吉
武
先
生
も

い
ろ
い
ろ
苦
労
な
さ
っ
て
い
て
も
、
患
者
さ
ん
に

は
明
る
＜
接
し
て
、
頻
ら
れ
て
い
て
、
私
も
あ
ん

な
風
に
な
り
た
い
と
つ
い
て
歩
い
て
い
て
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
私
が
卒
業
後
、
数
年
の
研
修
を
経

て
行
っ
た
と
し
た
ら
、
自
分
の
知
識
、
技
術
の
未

熟
さ
に
悩
む
と
思
い
ま
す
。
ら
い
に

つ
い
て
専
門

的
な
こ
と
が
で
き
な
い
時
に
、
例
え
ば
中
村
先
生

が
ご
帰
国
な
さ
っ
て
し
ま
い
、
病
棟
に
放
り
だ
さ

れ
た
ら
、
不
安
で
不
安
で
た
ま
ら
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
き
っ
と
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
を
辛
く
感

＊
私
も
あ
ん
な
ド
ク
タ
ー
に

最
初
、
よ
そ
よ
そ
し
い
ぐ
ら
い
に
き
ち
ん
と
し

て
い
た
街
も
、
気
が
つ
い
た
時
に
は
、
ず
っ
と
長

く
住
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
、

長
く
壮
重
な
ア

ッ
ラ
ー
・
ア
ク
バ
ル
で
始
ま
る
毎

日
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に

一
度
来
た
人
は
も
う
一
度
来
る
こ
と
に
な
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
中
村
先
生
の
お
言
葉
が
実
現
す
る

こ
と
を
願
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
村
先
生
を
は
じ
め
、
藤
田
さ
ん
、
吉
武
先
生
、

ら
い
病
棟
、

J
A
M
S
の
皆
様
の
御
活
躍
を
遠
方

よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。

＊
懐
か
し
い
祈
り
の
調
べ

じ
、
そ
れ
が
恐
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
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と
げ
草
が
散
在
す
る
大
地
の
起
伏
を
ぬ
っ
て
、

右
へ
左
へ
ね
じ
れ
た
、
村
か
ら
街
道
へ
出
る
細
い

路
が
伸
び
、
ド
ー
ル
（
大
太
鼓
）
を
腰
の
前
に
吊

っ
た
男
が
ひ
と
り
、
や
っ
て
く
る
。

ダ
ン
。
ひ
と
打
ち
し
て
バ
チ
を
持
っ
た
手
を
下

げ
、
挨
拶
を
寄
越
す
。

「
サ
ラ
ー
ム
」

「
サ
ラ
ー
ム
」

印
度
亜
大
陸
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
、

伝
統
的
な
音
楽
家
達
の
大
半
は
さ
ま
よ
っ
て
歩
く
。

街
に
家
を
構
え
、
音
楽
だ
け
で
生
活
を
維
持
し

て
い
る
者
は
数
え
る
程
し
か
い
な
い
。

正
統
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
は
、
人
間
の
情
の
部
分

に
訴
え
る
存
在
と
し
て
音
楽
を
積
極
的
に
は
す
す

め
な
い
。
た
だ
、
神
秘
主
義
の
傾
向
を
も
つ
一
派

で
は
、
イ
ス
ラ
ム
讃
歌
の
詠
唱
と
演
奏
を
行
な
う

音
楽
家
へ
の
尊
敬
を
も
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

一
般
に
音
楽
家
達
は
、
人
々
の
深
い
愛
情
に
支

え
ら
れ
て
お
り
な
が
ら
、
社
会
的
な
地
位
は
低
い
。

夕
刻
テ
レ
ビ
で
の
芸
能
番
組
中
で
擦
絃
楽
器
ス
ル

ン
ギ
ィ
を
演
奏
し
た
男
が
、
夜
の
カ
ラ
チ
を
流
し

て
歩
く
の
に
つ
い
て
ま
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

ダ
ン
、
ダ
ン
、
ダ
ダ
ン
…
…
。

ス
ル
ン
ギ
ィ
弾
き

イ
ス
ラ
ム
女
性
の
音
楽
家
の
地
位
は
も
っ
と
低

く
、
多
く
が
街
の
歌
姫
兼
踊
り
子
の
生
活
を
送
る
。

歌
姫
達
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音 楽 家 達
アフガニスタンの旅から

街
の
人
々
が
そ
の
ス
ル
ン
ギ
ィ
弾
き
に
示
し
た
反

応
は
、
た
だ
の
流
し
の
芸
人
に
対
す
る
も
の
だ
っ

こ。t
 

ご
く
少
数
の
女
性
が
、
伝
統
音
楽
の
名
門
出
の
血

を
誇
っ
て
、
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

女
性
だ
け
に
限
れ
ば
、
声
楽
で
あ
れ
器
楽
で
あ

れ
、
印
度
世
界
で
の
方
が
は
る
か
に
高
い
地
位
を

得
て
い
る
。

カ
ー
ブ
ル
に
一
軒
あ
っ
た
小
屋
で
は
、
捌
け
ロ

の
な
い
性
欲
を
眼
の
中
に
ま
で
赤
く
み
な
ぎ
ら
せ

た
男
達
が
会
場
を
埋
め
、
歌
姫
達
の
歌
に
酔
い
、

中
に
は
泣
く
者
さ
え
い
た
。

性
的
輿
奮
も
人
間
の
大
切
な
感
情
だ
か
ら
、
歌

姫
達
は
偉
大
な
存
在
に
は
違
い
な
い
の
だ
が
、
彼

女
逹
は
罪
深
い
存
在
と
し
て
生
活
は
報
わ
れ
ず
、

尊
敬
を
受
け
る
こ
と
も
な
い
。

し
か
し
音
楽
家
が
自
作
の
詩
を
唱
っ
て
人
々
の

心
を
う
つ
時
、
彼
は
、
時
の
為
政
者
よ
り
も
大
き

く
高
い
存
在
と
な
る
。
最
高
の
音
楽
家
は
、
同
時

に
最
高
の
詩
人
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

彼
は
、
即
興
も
混
じ
え
て
、
生
命
の
限
り
人
々
に

自
ら
の
詩
作
を
間
い
、
伝
え
よ
う
と
努
め
る
の
で

あ
る
。人

々
は
、
詩
へ
の
絶
対
的
な
尊
敬
を
も
つ
か
ら
、

評
価
は
当
然
厳
し
く
高
度
で
あ
る
。
神
業
に
近
い

演
奏
も
耳
を
く
す
ぐ
る
美
声
も
、
心
に
し
み
と
お

る
詩
を
と
も
な
っ
て
こ
そ
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ

る。
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ら
が
ひ
き
起
こ
し
た
交
通
事
故

で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
今
日

の
悲
劇
を
見
ず
に
世
を
去
っ
た
。

る
帝
王
だ
っ
た
。
人
々
は
彼
を

オ
ス
タ
ー
ド
（
師
）
と
呼
ん
だ
。

招
か
れ
れ
ば
、
ど
ん
な
場
末
の
チ
ャ
イ
ハ
ナ
に
で

も
出
向
き
、
胸
に
当
て
た
右
手
を
宙
に
伸
ば
し
、

ま
た
戻
し
、
夜
明
け
ま
で
唱
っ
た
。
そ
の
詩
と
旋

サ
ラ
ハ
ン
グ
は
、
さ
ま
よ
え

い
た
。
そ
の
シ
ャ
イ
ダ
ア
は
自

と
で
あ
る
。

平
和
な
時
期
の
カ
ー
ブ
ル
で
、

シ
ャ
イ
ダ
ア
は
温
厚
な
王
の
よ

う
だ
っ
た
。
場
末
の
ホ
テ
ル
の

結
婚
式
で
五
時
間
、
笑
み
を
絶

や
さ
ず
唱
い
続
け
た
彼
を
忘
れ

ら
れ
な
い
。
彼
の
歌
は
、
布
に
包

ま
れ
介
添
え
の
娘
達
に
支
え
ら

れ
た
花
嫁
を
迎
え
、
若
者
達
は

高
々
と
手
を
と
り
合
っ
て
輪
を

つ
く
り
、
揺
れ
な
が
ら
踊
っ
て

帝
王
サ
ラ
ハ
ン
グ

虚`ン：・心

サ
ラ
ハ
ン
グ
は
、
国
賓
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
た

デ
リ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
倒
れ
、
私
の
街
で
死
に

た
い
、
と
ソ
連
軍
と
政
府
軍
に
掌
握
さ
れ
て
い
た

<． 
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加
箪
し
た
も
の
で
す
。

本
文
は

1
9
9
0
年
1
月
、
「
西
日
本
新
聞
」
掲
載
原
稿
に

o-- . 
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そ
し
て
、
そ
ん
な
最
高
の
音
楽
家
は
、
常
に
人

々
の
側
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
も
当
然
の
こ

律
は
、
大
地
の
起
伏
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
私
の
邪

悪
、
お
お
、
お
前
の
邪
悪
、
そ
う
か
お
前
も
あ
そ

こ
か
ら
来
た
者
か
…
…
そ
の
名
は
邪
悪
の
地
、
そ

の
地
の
名
は
「
我
が
邪
悪
」
…
…
彼
の
歌
に
人
々

は
泣
き
な
が
ら
う
な
ず
い
て
い
た
。

ら、

い
つ
ま
で
も
泣
い
て
い
た
。

テ
ー
プ
を
か
け
て
も
ら
い
な
が

ペ
ッ
ト
屋
の
ラ
ジ
カ
セ
で
そ
の

青
ざ
め
た
顔
の
そ
の
青
年
は、

同
族
で
あ
る
難
民
出
身
の
カ
ー

に
ま
し
た
」

「
僕
は
身
休
が
弱
い
し
、
戦

い
も
恐
ろ
し
い
。
家
族
は
皆
死

っ
た
。

サ
ラ
ハ
ン
グ
の

カ
セ
ッ
ト

一
巻
だ
け
が
荷
物
だ

ン
の
学
生
は
、

カ
ー
ブ
ル
ヘ
無
理
に
帰
国
、

八

0
年
代
の
初
め
に

死
ん
だ
。
殺
さ
れ
た
と
も
い
う
。

ア
マ
ハ
ン
グ
、
焼
殺
。
シ

ェ
ー
ル
・
ガ
ズ
ナ
ウ

ィ
、
バ
ス
と
共
に
焼
殺
。
私
の
知
人
だ
っ
た
無
名

の
楽
師
達
の
多
く
が
、
射
殺
さ
れ
、
拷
問
死
し
た
。

誰
も
が
、
人
々
の
側
で
自
ら

の
詩
を
唱
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
。

先
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
境

の
古
都
、
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
で
会

'90-1 $ . 

っ
た
ひ
と
り
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
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＊
吉
武
さ
ん
と
藤
田
さ
ん
が
元
気
に
帰
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

中
村
先
生
は
二
人
よ
り
一
足
先
の
帰
国
で
、
各
地
で
報
告
会

を
粕
力
的
に
こ
な
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
石
松
先
生
は
二
年
の

任
期
を
終
え
ら
れ
て
現
在
岡
山
大
学
の
医
学
部
で
研
修
中
で

す
。
七
月
に
は
二
週
間
ほ
ど
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
か
れ
ま
す
。

本
文
の
報
告
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
三
十

人
ほ
ど
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
が
現
地
に
行
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
長
期
の
ワ
ー
カ
ー
の
希
望
者
は
さ

ら
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ア
フ
ガ
ン
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
の

紙
面
か
ら
消
え
る
の
と
は
逆
に
、
私
た
ち
の
活
動
や
事
業
に

人
々
の
関
心
や
支
援
が
確
実
に
寄
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、

心
強
く
感
じ
ま
す
。
世
間
を
見
る
と
、
難
民
問
題
を
含
む
世

界
と
の
関
わ
り
は
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
場
し
の
ぎ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー
や
ス
タ
ン
ド
プ
レ
イ
に
陥
り
や
す
い
よ
う
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
と
は
無
縁
な
処
で
、
現
地
の
実
情
に

則
し
た
活
動
を
持
続
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

＊
中
村
先
生
の
著
害

r
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
』
の
増
補
版
が

近
く
刊
行
さ
れ
ま
す
。
初
版
本
は
好
評
の
う
ち
に
二
刷
ま
で

出
ま
し
た
が
、
初
版
本
刊
行
後
世
界
は
激
動
の
時
代
に
入
り

ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
問
題
に
限
っ
て
も
、
ソ
ビ
エ
ト
軍
の
撤

●
ア
ジ
ア
の
辺
境
か
ら
放
た
れ
た
痛
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
村
哲
著
四
六
判
上
製
二
六
0
頁
予
価

一
五
四
五
円

●
増
補
版

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て

ー
瀬
そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
難
民

●
事
務
局
だ
よ
り

せきふうしゃ

石風社
福岡市中央区大名 l-2-15 

電話092(714)4838振替福岡4-25227

退
・
難
民
帰
還
問
題
・
復
興
援
助
ラ
ッ
シ
ュ
・
湾
岸
戦
争
・

国
連
／
N
G
o
引
揚
げ
の
動
き
と
、
世
界
史
的
な
動
き
が
続

き
ま
し
た
。
「
増
補
版
」
で
は
、
初
版
本
の
内
容
に
加
え
て

約
五

0
頁
ほ
ど
の
原
稿
が
書
き
加
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
単
に

そ
の
後
の
事
実
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

中
村
医
師
が
こ
の
十
年

一
貫
し
て
実
践
し
主
張
し
て
き
た
こ

と
が
、
湾
岸
戦
争
等
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
鮮
明
に

見
え
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

ご
講
読
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
先
に
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
七
月
二
十
日
出
に

は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
総
会
を
兼
ね
た
報
告
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
に
各
地
か
ら
ワ
ー
カ
ー
経
験
者
が
集
ま
り
ま
す
の
で
、

大
座
談
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
次
号
の
会
報
に
は
掲
載
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

暑
さ
の
折
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
ご
自
愛
下
さ
い
。

〔
お
願
い
〕
当
分
の
間
、
郵
便
振
替
と
手
紙
は
従
来
通
り
福

岡
Y
M
C
A
内
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
宛
で
お
願
い
し
ま
す
。

(-TSlO
福
岡
市
中
央
区
天
神

一
丁
目
1
0
|
2
4
福
岡
三
和
ビ

ル
4
F
郵
便
振
替
福
岡
9
|
6
5
5
9
6
七八一ー七
g
-
0
)

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
人
間
と
世
界
に

つ
い
て
総
て
を
語
る
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
も
誇
張
で
は

な
い
。
貧
困
、
京
の
格
差
、
政
治
の
不
安
定
、
宗
教
対
立
、

麻
薬
、
戦
争
、
近
代
化
に
よ
る
伝
統
社
会
の
破
壊
、
お
よ

そ
凡
ゆ
る
発
展
途
上
国
の
抱
え
る
悩
み
が
こ
こ
に
集
中
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
悩
み
ば
か
り
で
は
な
い
。
我
々
が

忘
れ
去
っ
た
人
情
と
、
む
き
だ
し
の
人
間
と
神
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
（
著
者
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を

支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支
え

あ
い
」
の
精
神
で

一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
一
口
年
額
三
、

0
0
0
円
、
学
生
会
員
一

口
一
、

0
0
0
円
、
特
別
会
員
一
ロ
一

0
、

0
0

0
円
以
上
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
工

夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を
選
任

し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年

一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び
会
の

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

(
〒
八

一
0
福
岡
市
中
央
区
大
名
一
丁
目

一
〇
ー

二

五

上

村
第
ニ
ビ
ル
三

0
七
号

6
七
三
一
ー
二

三
七
―
-
）
内
に
お
く
。
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